
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
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【Ⅲ．指標による評価】
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施策評価調書（２５年度実績）
施策コード Ⅲ－１－（５）

政策体系
　施策名　生涯学習社会の形成と社会教育の推進 所管部局名 教育庁 長期総合計画頁 121

　政策名　教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成 関係部局名 教育庁

取組項目 県民の生涯学習を支えるための基盤の整備 社会教育の推進

取組№ ① ②

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ２５年度

443,000

２６年度 ２７年度

生涯学習情報提供システム「まなびの広場お
おいた」へのアクセス件数(件/年)

①② H16 211,340 393,000

目標達成度（％）

年度 基準値 目標値 目標値

4.5

県・市町村教育委員会が実施する社会教育
関連講座受講者数の人口に対する割合(％)

①② H22 18.9 27.7 30

公立図書館における県民１人あたりの図書
貸出冊数(冊/年)

①② H16 3.0 4.4

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

達成
不十分

　新規利用者の獲得のためにシステムのコンテンツ充実や広報活動を行い、アクセス数は基準年度より約10万件伸びているが、頭打ちになっており、
目標に達しなかった。小中学校・高校においても学校で活用できるコンテンツがあるため、今後は具体的な活用法などの広報に努めていく。

概ね達成達成 　大分市の大規模施設の開業に伴い、各種講座が開設され大幅に受講者が増加した。

達成
不十分

　25年7月に大分市民図書館の新館が開館したことに伴い、大分市民図書館の図書貸出冊数は増加し、大分県全体としても図書貸出冊数は前年よ
りも3万9千冊増加したものの目標値には達しなかった。今後も各図書館で蔵書の充実やサービス向上に努めていく。



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】
取組
№

取組
№

②

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

継続

指標以外の観点からの評価 事業名（２５年度事業）
事業コスト

（千円）
２６年度の
実施状況

主要な施策の
成果掲載頁

245

県立図書館資料整備費 96,860 継続 247

おおいた学びの輪推進事業 18,459 継続

246

Ｂ

・「まなびの広場おおいた」において、県や市町村などの社会教育関係情報の効果的な収集体制を確立するとともに、市町村職員などが意見を交わす場を提供
するための方策を検討する。
・「まなびの広場おおいた」の利用促進として、広報チラシの配布や研修会などでの利用の呼びかけを行う。
・森林環境学習指導者を活用して、学習機会の提供や指導者を派遣することにより、自然体験活動・宿泊活動の促進を図る。
・香々地青少年の家の森林を県北地域における森林環境学習の拠点（アスレチックゾーンと一体化した「学びと健康の森」として再整備）とするため、調査の実施
及び整備計画の検討を行う。
・県内公立図書館の新館開館に向けて助言等の支援を行うとともに、他の公立図書館との連携を推進し、全県的な貸出冊数の増加を図る。

②
・森林環境学習指導者による講座の受講者数が10,054人と前年
より477人増加し、自然体験活動の一層の促進が図られた。

○平成２５年度第２回大分県立図書館協議会（H25.11.18）
・市町村図書館と連携して、県民からの資料の要求に応え、県内隅々までサービスが行き渡
るようお願いしたい。

総合評価 施策展開の具体的内容

①②

・「まなびの広場おおいた」のリニューアルにより2年間で新たに6
千件のコンテンツを登録した。
・利用者アンケートの「利用者に使いやすいシステムになってい
るか」の項目では、96％（前年度比12ポイント上昇）が満足してお
り、利用者ニーズに対応した操作性の向上やコンテンツ整備が
図られた。

①
②

森林環境学習指導者活用事業 3,393


